


挨  拶 

  

 第２次学校安全の推進に関する計画において、目指すべき姿に「全ての児童生

徒等が、安全に関する資質・能力を身に付けることを目指す」と示されています。

そのため、全ての教職員が、各キャリアステージにおいて必要に応じた学校安全

に関する資質・能力を身に付けることや全ての学校において、保護者や地域住民、

関係機関との連携・協働に係る体制を構築し、それぞれの責任と役割を分担しつ

つ、学校安全に取り組むことが大切です。 

 さて、本県では平成 25 年度から、文部科学省の委託事業である「実践的防災

教育総合支援事業」を受託し、災害時に児童生徒が主体的に行動できる態度の育

成をめざす防災教育を推進してまいりました。これまでに蓄積した防災をはじめ

とする先進的取組を踏まえながら、地域の学校安全推進体制の構築に向け、積極

的に取り組む地域や学校を支援しております。現在は、その事業も「学校安全総

合支援事業」と名称を変え、災害安全だけでなく、生活安全、交通安全の３つの

領域において、安全教育の推進に取り組んでおります。 

 本年度は、モデル地域として川越市、草加市、本庄市にそれぞれの学校や地域

の実情に応じて、学校間や地域、関係機関との連携を図った学校安全の充実・発

展に資する実践にお取り組みいただきました。その際、学校安全アドバイザーと

して、埼玉県立大学保健医療福祉学部教授・髙橋宏至様、慶應義塾大学環境情報

学部准教授・大木聖子様をはじめ、埼玉県警察本部交通総務課、熊谷地方気象台

に御指導をいただき、おかげをもちまして、３市はもとより県内各学校での安全

教育の一層の推進につなげることができました。 

 災害ボランティア事業では、「高校生災害ボランティア育成講習会」を実施し、 

学校や地域における支援者としての自覚や、安全で安心な社会づくりに貢献する

態度の育成に取り組みました。 

 また、交通安全教育では、県立川口東高等学校、県立皆野高等学校の２校を交

通安全教育推進校に指定し、生徒や地域の交通状況の実態に応じた実践にお取り

組みいただきました。さらに、東西南北４地区の会場で、自転車安全運転推進講

習会を開催しました。本講習会は、講習を受講した高校生が、自校生徒に対して

講習内容を伝達することにより、交通安全意識の向上を図り、高校生の自転車交

通事故防止の一助となっております。 

 本事業の推進に当たりましては、学校アドバイザー及び県推進委員の皆様、そ

して、モデル地域の川越市、草加市、本庄市の教育委員会及び拠点校、交通安全

教育推進校、関係の皆様に改めて感謝申し上げるとともに、埼玉県の学校安全に

関する取組がさらに充実・発展することを期待し挨拶といたします。 

 

 令和３年２月 

         

          埼玉県教育局県立学校部参事兼保健体育課長 伊藤 治也 
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